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研究成果の概要（和文）： 
 日本語教育に役に立つような記述方法を用いて、日本語学習者にとって難しい学習項目を取
り上げ、対照言語の観点からも分析を行った。2009 年度には配慮表現として、日本語に強く見
られる現象をポライトネスの観点から分析し、研究成果として『コミュニケーションと配慮表
現−日本語語用論入門−』を出版した。2010 年度からは、副詞、文末表現、とりたて詞と日本語
の主観的な表現を、中国語、韓国語、カザフ語、ロシア語にも調査を広げて、配慮表現の可能
性を探った。研究成果は、日本語コミュニケーション研究会を毎年開催し、2010 年度開催分に
ついては、『日本語コミュニケーション研究Ⅰ』として、報告書を刊行し、WEB 上でも公開し
ている。また、上級学習者のデータを多数収集した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Using description methods to be employed in Japanese language teaching, we focused on 
items of the Japanese language which are difficult to master for Japanese language 
learners and analyzed them from the view point of contrastive linguistics. In 2009, we 
analyzed consideration expressions and went as far as publishing a book “Communication 
and Consideration Expressions: Introduction to Japanese Pragmatics”. From the year 2010, 
we extended the coverage of the surveys and started a research on Chinese, Korean, 
Kazakh, and Russian languages. Our research results, based on extensive data collected 
from advanced learners of Japanese, are discussed at annual conferences on Japanese 
communication, in a new journal titled “Japanese Communication Research”, launched in 
2010, and on our research website. 
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１．研究開始当初の背景 
 海外の日本語教育は初級を中心に整備さ
れており、今後の課題は日本国内と海外の大
学の教育連携強化と考える。多様化している
日本語学習者に対し、どのような日本語教育
が必要なのか。留学生 30 万人計画も控え、
短期留学生や研究を希望する院生レベルが
今後増えることが予想され、国内外の教育の
連続性の必要性が増して行くであろう。そこ
で、文法教育に焦点を絞り、大学生活で必要
な場面や状況に対応する日本語文法項目の
記述を目指した。記述に当たっては、機能的
な文法記述と母語別に学習者を支援できる
文法記述を目標とし、そのために日本語教育
研究メンバーだけではなく、日本語研究、対
照言語研究の視点を積極的に取り入れて、目
標を共有し、各言語の理解を深めることで、
その地域からの留学生にスムーズな学習方
法を提供する。 
 日本語教育文法については、松岡弘（2000）
『日本語文法ハンドブック』（スリーエーネ
ットワーク）で、教えるべき文法項目が整理
されており、野田尚史（2005）『コミュニケ
ーションのための日本語教育文法』（くろし
お出版）でも、デザイン設計が提案されてい
る。課題として、(ⅰ)文法項目の整理、(ⅱ)
文法項目の提出順序、(ⅲ)各言語の知識、そ
して、(ⅳ)技能別の文法が挙げられているが、
まだデザイン的であり、体系的なものは見ら
れない。 
 
２．研究の目的 
 2 部門からアプローチを考え、第 1 部門で
は日本語教育文法の選定および体系化、第 2 
部門では、母語別に見た学習者の問題点の項
目化を目指した。日本語学習の習得の観点か
ら難しいとされる（小野・牧原 2008）、１）
とりたて詞、２）複文構造、３）文末表現、
４）否定、５）スコープ、６）テンス・アス
ペクトの果たすコミュニケーション上の機
能を考える。 
 
■ 第１部門：文法項目の選定および体系化 
 外国語能力では、統語的に正確な文・誤り
のない文を生成する能力に関心が行くこと
が非常に多い。しかしながら、通常の会話に
おいて、話し手と聞き手の間で深刻なコミュ
ニケーションのトラブルにつながる誤用は、
統語的に誤りを含む文ではなく、統語的には
正しい文が語用論的に問題のある発話をさ
れた場合であることが多い。実際のコミュニ
ケーション能力を伸ばそうと考えた場合、統
語的に正確な文を生成する文法能力だけで
はなく、場面・機能に応じた適切な文を生成
できる能力が必要となる。日本語の約束表現
を例にすると、「図書館で待ちます」という
表現をとらず、「図書館で待っています」の
ようなテイル形式の表現が用いられる。こう
した発話機能と、文タイプや文型の関連性を
調査するため、a）必要な発話機能項目の選
定、b）発話機能と言語形式のマッピングを
課題として考えた。 
 
■ 第２部門：母語別学習者の問題点の項目
化 
 地域性や言語を重視した日本語教育研究
ためには、母語能力を活かした教育文法が必
要で、そのための対照言語研究を行う。資料
収集や実験調査をスムーズにし、言語判断の
強化など信頼関係に基づいた体制作りを含
む。形式と機能の関係上、外国語として日本
語で表現する場合には、母語の影響・干渉が
あるため、母語話者ごとの文法が望ましく、
日本語の構造と近いとされる膠着語で SVO 
構造の韓国語話者、孤立語で SVO 構造の中
国語話者、そして、屈折語の SVO 構造のヨ
ーロッパ言語話者の日本語の特徴を分析す
る。特定の母語話者が発想しやすい日本語の
特徴の調査、たとえば、何を主語とするか、
自動詞／他動詞、能動文／受動文、文末表現
形式の選択があげられる。例として、文法習
得の観点から見ると、人称主語の明示される
ヨーロッパ言語と、日本語では、「する」系
の発想と、「なる」系の発想に異なりがある。
自他動詞の区別が形式的に見えにくい母語
話者と、自他区別がある母語話者では、日本
語の自他動詞の習得についても、難易度の違
いが予想され、同じ文法項目がコミュニケー
ション上果たす領域についても、調査対象と
する。 
 
３．研究の方法 
 第１部門では、日本語教育文法の項目選定
および体系化にあたり、「上級学習者の課題
とする文法項目-意見の伝え方教育を考える
-」（小野 2008）、「日本語学習に対する中国人
学習者の言語学習観調査‐中央民族大学の
場合‐」（関崎 2008）をもとに、小野と関崎
が学習レベルを鑑みて、必要な「日本語教育
文法リスト」の選定を試みる。また、小野と
牧原は、文法項目の中でも、主観表現につい
て、文機能との関わりを図る。発展させる基
盤としては、「主観表現の伝え方－NSと NNS 
の意見文に見られる文末表現の分析から」
（小野・牧原他 2008）、「新しい文法 「かな
と思う」について」（小野 2006）、「状況提示
型の策動的モダリティ」（牧原 2004）を発展
させる。いずれも、文末表現に焦点を当てた
もので、主観性に関わる文末表現は、機能文
法の重要な領域と考え、特に複文構造、とり
たて詞、否定のスコープと文末表現の関係を
分析した。 
 
４．研究成果 
 H21 年度は「モダリティ」と「とりたて」
を研究項目として取り組み、その成果は９月
の北京大学・清華大学・筑波大学 3 大学合同
セミナーで、日本語学の視点からの「とりた
て詞「くらい」の意味とモダリティ」（沼田）、
言語学の視点からの「モーダル名詞＋コピュ
ラ」構文の統語構造（竹沢）として発表を行
い、さらに、２月にも行った同セミナーで沼
田は「とりたて詞「も」の作用域と否定」と
して、課題となっている現象のリスト化を行
い、なすべき課題を明確にした。また、牧原
と小野が中心となり、発話行為理論に基づき、
「禁止」「許可」「改善要求」「勧誘」「主張」
「賞賛」「伝聞報告」に関わる日本語の表現
方法を『コミュニケーションと配慮表現−日
本語語用論入門−』13 章にまとめた。また、
母語別に見た研究としては、中国語母語話者
に限ってみると、沼田の指摘したとりたて詞
の習得が難しく、また、“外の関係”とされ
る連体修飾と合わせて、学習者には課題にな
っている。加えて、命令形の用法を見ると英
語母語話者が親しい関係での命令形使用を
行うのに対し、中国語母語話者が上位・下位
者の関係でのみ、命令形を意識していること
など、母語別記述の方向性が見えて来た。 
 H22 年度は３方向で研究を進めた。１点目
は主観性を中心に研究を行った。研究成果と
して、11月中国人民大学・北京大学・筑波大
学日本言語文学フォーラムで成果を発表し
た。特に、韓国語（小野正樹）との対照研究
を視野に入れた文末表現や、モーダルな名詞
について扱った。主観性という概念が、言語
研究だけではなく、文学研究との接点が発見
でき、かつ、日本語以外の言語との比較の方
法を議論した。文学との関わりにおいては、
「ただ」という言語形式が、従来の副詞的用
法といった言語分析のみならず、一作家の分
析にも可能なことを示した（青木三郎）。２
点目として、従来意味論で扱われてきた、主
観性をコミュニケーション上での研究対象
とした場合についての課題を指摘し（沼田善
子）、2011 年 2 月に、第 1 回日本語コミュニ
ケーション研究会を主催し、モダリティ研究
の再考（牧原功）、引用研究の捉え直し（小
野正樹）を行った。2011 年３月には、コミュ
ニケーションの課題となっている配慮表現
の考え方を発表し、習得研究にも応用可能な
ことを示した。文法形式のみならず、談話構
造の分析にも有効かを検証した。文法的な現
象については、基本的な考え方は、2010年 5
月刊行の『日本語教育研究への招待』に、「コ
ミュニケーションのための文法―語用論の
観点から、日本語教育文法を見直す―」（小
野正樹）としてまとめた。３点目は、語彙分
野の検討で、本年度は、上級学習者の作例会
話データベースを作成し、特に文末表現、と
りたて詞、副詞についての日本語学習者によ
る作例のデータ収集を行った。 
 H23年度は、予定通り国内外での研究成果発
表に努めた。海外の台湾政治大学、北京大学、
タリン大学、高麗大学でのフォーラムや、天
津外国語大学の国際日本語教育集会、国内の
研究会で発表、および、研究成果報告書の作
成と、WEB上での公開を行った。5月に台湾
政治大学で開催された「2011 年 若手研究者
の合同研究フォーラム ―東アジアにおけ
る日本研究と日本語教育―」において、沼田
善子が「とりたて詞の作用域と焦点」、小野
正樹が「日本語引用表現に関する一考察」、8
月には小野 正樹・牧原 功が中心となって、
「日本語・中国語・韓国語・ロシア語・カザ
フ語の引用表現と日本語学習者の習得研究」
の共同発表を行い、11 月に行った「2011年
北京大学･中国人民大学･筑波大学学術フォ
ーラム」（於 北京大学）では、小野正樹が
「コロケーションから見た引用」、沼田善子
が「「など」の作用域と否定」をそれぞれ発
表した。また、2012年 1月 22 日には、筑波
大学にて「第 2回日本語コミュニケーション
研究会」を開催し、13本の研究発表成果を発
表した。昨年度行った、「第 1回日本語コミ
ュニケーション研究会」の成果は 12本の論
文を『日本語コミュニケーション論集 第 1
号』として発行し、また WEB 上
http://www.u.tsukuba.ac.jp/~ono.masaki.
ga/HP/>と、
<http://www.succ.soka.ac.jp/~myamaoka/J
-communication1.htm>でも公開している。 
 外国語との対照に当たっては、李奇楠北京
大学准教授、金玉任誠信女子大学教授、ショ
リナ・ダリヤグルカザフ国立大学講師にも積
極的に参画してもらい、共同発表や専門的氏
式の供与を得た。 
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